
2015 年 11 月 27 日 

アメリカへの派遣交流学生募集 

対日理解促進交流プログラム KAKEHASHI Project 

北米地域との交流（米国）短期派遣事業 

募集要項 

1．目的  

日本政府が推進する国際交流事業であり、日本と北米地域との間で、将来、各界で活躍が期待される優

秀な人材を招へい・派遣して、対日理解の促進、親日派・知日派の発掘、日本の外交基盤拡充を目指すプ

ログラムです。 

プログラム参加者に、日本の外交姿勢、歴史・文化・政治・経済等の日本の魅力を積極的に発信して 

貰い、国際社会における対日イメージ向上や日本への継続的な関心の増進に寄与する事が目的です。 

2．派遣予定日程  

 2016 年 3 月 8 日（火）日本出発、2016 年 3 月 15 日（火）日本帰国 

3 月 7 日に説明会の可能性あり 

3．派遣先  

アメリカ合衆国 サンフランシスコ 

4．募集人数  

 13 名（引率者 1 名が同行） 

5．プログラム内容  

（1）出発前オリエンテーション（出発日前日又は当日) 

（2）米国日本総領事館及び米国政府等関係機関等表敬訪問 

（3）市内視察 

（4）日本紹介プレゼンテーション及び実演（学校交流） 

学校交流時、プレゼンテーション、及び実演形式で発表を行う。 

例) 外交、歴史、文化、自然、地域の魅力、先端技術、伝統芸能、ポップカルチャー等 

（5）国際機関訪問、NGO 団体等の訪問・地域活動への参加 

（6）ワークショップ、報告会(気づき及び『アクションプラン』の作成・発表)  

※ 現地事情によりプログラム内容は変更される可能性があります。 

※ 別紙 1「標準日程」参照 

※ アクションプランとは、派遣国で学び、経験したことを元に作成する帰国後の活動計画です。 

6．応募条件   

（1）本学学部生で、将来、日米交流の発展を担うことを積極的に考えていること（平成 27 年度卒業見

込み者を含む）。（去年のプログラムにて派遣された学生は原則として応募不可） 

（2）全科目の GPA が 3.0 以上であるが望ましい。 

（3）日本の強みや地域の魅力等について英語で発信し、対話ができること。英語力については、TOEFL 

iBT 79、IELTS 6.0、TOEIC730 以上と同等レベル以上が望ましい。 

（4）日本国籍を有していること。永住者及び特別永住者（日本居住者）については、出願書類と一緒に

証明書のコピーを提出してください。 

（5）心身ともに健康であること。＊参加決定後、医師による診断書提出をお願いする場合があります。 

（6）規律ある団体行動ができること。また、プログラム参加者が守るべきルールに従うことができるこ

と。 

（7）プログラムの全日程に参加できること。また、プログラム参加後のアンケートやレポートを提出す

ること。 

（8）派遣者決定後に参加者全員で行う共同作業や勉強会などの事前活動、派遣後の活動などに、他の予

定よりも優先して参画できること。受身の姿勢ではなく、積極的にプログラムの運営にも参加できる
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こと。 

（9）他の語学研修等に参加する予定があるかたは、余裕をもって予定を立ててください。 

（10）「プログラム中の責任範囲」※1 および「個人情報の取り扱い」※2 に同意出来ること。 

7．参加費  

（1）参加者が負担する経費：自宅～日本を出入国する国際空港 往復交通費、フライト時間により国際

線出発空港付近で前泊が必要となる場合の宿泊費、ホテル宿泊において発生する宿泊費以外の個人的

経費（電話、ミニバー、クリーニング等）、超過荷物輸送料（航空機）、ESTA（アメリカ電子渡航認

証）に係る費用（14 ドル）、パスポート取得費、その他（個人の土産代、主催者で費用負担する旅

行傷害保険とは別に参加者が任意で加入する保険料や、参加決定後の自己都合によるキャンセルで発

生する費用、本事業負担に含まれない費用） 

（2）本事業で負担される経費：日本を出国する国際空港～米国往復国際航空賃、米国滞在中宿泊費、米

国滞在中食費、米国内移動交通費、施設/拝観料、海外旅行傷害保険料 

8．応募から派遣までの流れ  

 事前登録受付期間：11 月 23 日（月）～12 月 1 日（火）23：59 

 応募書類受付日：11 月 30 日（月）～ 12 月 2 日（水）13：30 

 受付場所  ：グローバル教育センター（2 号館地下 1 階） 

 書類選考結果通知：12 月 7 日（月） （Loyola 呼び出し掲示板にて通知） 

 面接試験 ：12 月 8 日（火） 又は 9 日（水）の昼休み 

 学内選考結果通知：12 月 1１日（金） （Loyola 呼び出し掲示板にて通知） 

 出発前オリエンテーション：未定 

 派遣 ：2016 年 3 月 8 日（火）～3 月 15 日（火）  

9．応募方法   

応募には、LOYOLA での事前登録および書類提出の両方が必要です。どちらか一方のみでは応募は完了

しませんので、注意して下さい。 

（1）Loyola での事前登録 

  LOYOLA の「アンケート/各種申込」画面より、「KAKEHASHI Project 参加申込」を選択し、必

要事項を入力してください。 

  事前登録受付期間：11 月 23 日（月）～12 月 1 日（火）23：59 

    最終日はアクセスが集中する場合があるので、時間に余裕を持って登録してください。 

（2）応募書類の提出 

以下の書類を示されている順に重ね、左上をホチキスで留めて 1 セットとして下さい。原本 1 セッ

トと、そのコピー4 セットの合計 5 セットを提出してください。書類は pdf フォームに記入し、A4

サイズで印刷して提出してください。なお、どうしても pdf フォームが使えない場合のみ、ワード

も使用可とします。手書きは不可です。 

① アプリケーションフォーム（全 2 枚）※2 枚目は全て英語で作成してください。 

② 最新の成績通知書（2015 年春学期分までの全成績が記載されているものを A4 サイズで

Loyola から出力すること。プリントアウト方法：「履修成績照会」→（過去を含めた全成

績を選択）「ファイルに出力」→「ファイル出力開始」→印刷マークを押す） 

③ パスポートのコピー（一部で可） 

 

 

 

 

  ※書類提出時に窓口で簡単に英語レベルのチェックを行います。 

  ※書類提出は、必ず応募者本人が行ってください。（要学生証） 

10．問い合わせ先  

グローバル教育センター（2 号館地下 1 階）KAKEHASHI 担当 清水 

TEL：03-3238-3737    E-mail ： sied_contact@sophia.ac.jp  

 

 

応募書類受付期間：11/30（月）～12/2（水）13:30 

受付場所 ：グローバル教育センター（２号館地下１階） 

オフィスアワー ：9:30 ～ 11:30 / 12:30 ～ 17:00（最終日 13:30） 
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※1 「プログラム中の責任範囲」 

（1）各国の事情等やむを得ない事由により、旅程や宿泊先が変更される場合があります。 

（2）実施団体（JICE）は、派遣中、派遣団の健康状態や行動等が不適切と判断した場合、プログラム参

加を取り消し、帰国を命じる場合があります。参加取り消しによって生じる費用は、当該者に請求する場

合があります。 

（3）派遣時期の延長又は中止により個人の費用負担が発生した場合や、第三者（航空会社、ホテル等宿

泊施設およびレストランを含む）のいかなる行動または過失、並びに参加者に対する損害及び所持品に対

して、JICE は一切の責任を負いません。 

 
※2 「個人情報の取り扱い」 

１．利用目的 

お預かりする個人情報は、本事業にかかる選考及び渡航等の手続き、また青少年交流事業や当財団に関す

るご案内送付等に利用し、それ以外に利用することはありません。なお、個人情報の中には健康状態も含

まれます。この情報は個人の健康管理や食事手配等のために利用されます。 

 

2．個人情報の委託 

お預かりする個人情報を業務上の必要に応じて外部の旅行会社、印刷・発送業者等に委託する場合があり

ます。この場合、当財団は委託業者と契約を締結し、個人情報を適切に取り扱い、管理します。 

 

3．個人情報の第三者への提供 

当財団が本事業を遂行する上で、下記の条件で、お預かりした個人情報を、書面による郵送または FAX

及び電子データによる通信にて提供する場合があります。 

 提供する個人情報項目 提供目的 提供先 

(1) 氏名、年齢、生年月日、性別、

電話番号、メールアドレス、

学校名、語学資格/経験、団体

活動/国際交流事業/渡航経

験、健康状態、応募理由、自

己 PR、銀行口座 

事業実施上の情報共有 本事業の関係機関（外務省、

日米教育委員会、ローラシ

アン協会等）、および関係業

者（旅行会社、印刷・発送

業者等） 

(2) 事業実施期間中に当財団また

は第三者が撮影をさせていた

だく写真・映像 

事業実施後に作成する報告書や

当財団広報媒体（ホームページ、

年報、広報誌等）への掲載 

 

4．個人情報の任意性及び個人情報を提供しなかった場合に生じる結果、情報開示請求等本人の権利 

当財団への個人情報の提供は皆様の任意ですが、個人情報の一部を提供していただかない場合は、事業実

施に必要な連絡ができないことがあります。 

また、皆様には、当財団に提出して頂いた個人情報について、利用目的の通知、個人情報の開示、訂正、

項目の追加・削除、また個人情報自体の消去や利用停止、提供停止を求める権利があります。自己の個人

情報の開示等の請求は下記担当者までご連絡ください。 

※ただし、選考結果についてのお問合せにはお答えできませんので、予めご了承ください。 

 

5．応募書類の保管 

お預かりする個人情報は、事業上の用途が終了した段階で適切な方法にて廃棄いたします。  
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